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１　

は
じ
め
に

柏
市
は
千
葉
県
北
西
部
、
東
京
都
心
か
ら
30
㎞
圏

内
に
位
置
し
、
東
西
の
距
離
は
約
18
㎞
、
南
北
の
距
離

は
約
15
㎞
、面
積
は
１
１
４・
74
㎢
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
中
心
部
は
、Ｊ
Ｒ
常
磐
線
、東
武
ア
ー
バ
ン
パ
ー

ク
ラ
イ
ン
（
野
田
線
）、
国
道
６
号
・
国
道
16
号
が

交
差
す
る
交
通
の
要
衝
と
な
っ
て
お
り
、
市
北
部
地

域
は
首
都
圏
新
都
市
鉄
道
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
が

平
成
17
年
に
開
通
し
、
大
学
、
研
究
所
、
産
学
連
携

施
設
な
ど
が
置
か
れ
、
文
教
地
区
と
し
て
の
顔
を
持

つ
「
柏
の
葉
地
域
」
と
し
て
発
展
し
て
い
ま
す
。

昭
和
29
年
11
月
に
市
制
を
施
行
。
戦
後
の
高
度
経

済
成
長
に
合
わ
せ
、
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て

人
口
が
急
増
し
、
平
成
17
年
３
月
、
沼
南
町
と
合
併

し
て
「
新
柏
市
」
に
な
り
、
平
成
20
年
４
月
に
中
核

市
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

近
年
は
、
Ｊ
リ
ー
グ
「
柏
レ
イ
ソ
ル
」
の
本
拠
地

と
し
て
、
ま
た
、
千
葉
県
北
西
部
東
葛
飾
地
域
の
中

核
都
市
と
し
て
新
た
な
歩
み
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

先進・ユニーク条例【解説】

　柏市は、振り込め詐欺等の被害を防止するた
め、市や警察、金融機関等による被害事例の
情報共有や、被害者の心のケアを充実させる
ことを定めた「柏市振り込め詐欺等被害防止等
条例」を制定した（条例第14号として平成28
年３月23日公布、平成28年４月１日施行）。
　振り込め詐欺防止の条例は熊本県や岡山県
などが制定しているが、都道府県と違い、警
察力を持たない市区町村においては初めての
条例である。

平
成
28
年
６
月
現
在
、
常
住
人
口
は
41
万
６
３
８
３

人
、
世
帯
数
は
17
万
８
０
４
３
世
帯
と
な
っ
て
い
ま

す
。
近
年
は
出
生
率
の
低
下
や
人
口
移
動
の
停
滞
な

ど
に
よ
り
、そ
の
増
加
率
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

平
成
17
年
に
開
通
し
た
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
沿

線
整
備
な
ど
に
よ
り
、
緩
や
か
な
人
口
の
増
加
が
平

成
30
年
頃
ま
で
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

２　

条
例
制
定
に
至
っ
た
背
景
と
経
緯

（
１
）
刑
法
犯
認
知
件
数
の
減
少

柏
市
の
刑
法
犯
認
知
件
数（

（
（

は
、
戦
後
の
急
速
な
人

口
増
加
に
伴
っ
て
上
昇
し
、
昭
和
50
年
代
後
半
以
降

急
激
に
増
え
、
平
成
14
年
に
は
１
万
２
８
２
件
と
戦

後
最
悪
を
記
録
し
ま
し
た
。住
宅
対
象
侵
入
盗
、ひ
っ

た
く
り
な
ど
市
民
の
身
近
で
発
生
す
る
犯
罪
が
多
発

柏
市
振
り
込
め
詐
欺
等
被
害
防
止
等
条
例

柏市

柏
市
総
務
部
防
災
安
全
課
主
査
　
岩
津　

圭
介
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し
、
夜
間
に
安
心
し
て
歩
け
な
い
な
ど
の
不
安
感
を

生
じ
、
さ
ら
に
市
民
意
識
調
査
の
生
活
環
境
評
価
に

お
い
て
、
防
犯
体
制
に
多
く
の
不
満
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
事
態
を
踏
ま
え
、
市
で
は
、
県
内
市

町
村
で
３
番
目
の
生
活
安
全
条
例
と
な
る
「
柏
市
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」
を
制
定
、
平

成
13
年
４
月
か
ら
施
行
し
、
市
民
や
事
業
者
の
安
全

意
識
、
防
犯
意
識
を
高
め
、
市
、
市
民
及
び
事
業
者

が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
と
自
覚
を
持
ち
、
警
察
を
始
め

と
す
る
関
係
機
関
、
団
体
が
一
体
と
な
り
、
市
全
体

で
犯
罪
防
止
の
た
め
の
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
各
種
の
安
全
安
心
ま
ち
づ

く
り
推
進
事
業
を
実
施
し
た
結
果
、
平
成
27
年
に
は

年
間
の
刑
法
犯
認
知
件
数
が
３
６
１
８
件
と
昭
和
58

年
以
来
、
32
年
ぶ
り
の
３
０
０
０
件
台
と
な
っ
た
と

こ
ろ
で
す
（
図
１
）。

（
２
）
振
り
込
め
詐
欺
等
の
被
害
の
増
加
（
平
成
25

年
中
）

平
成
25
年
当
時
、
柏
市
の
刑
法
犯
認
知
件
数
が
減

少
す
る
中
で
、
振
り
込
め
詐
欺
等
の
被
害
は
、
右
肩

上
が
り
で
増
加
し
、
平
成
25
年
に
は
、
過
去
最
悪
の

77
件
の
被
害
件
数
、
約
３
億
円
の
被
害
金
額
と
な
り

ま
し
た（
図
２
）。こ
れ
を
全
国
平
均
と
比
較
す
る
と
、

人
口
比
で
約
２
倍
の
被
害
率
と
な
っ
て
い
ま
し
た

（
表
１
）。

（
３
）
清
永
賢
二
先
生
へ
の
相
談
（
平
成
26
年
１
月
）

柏
市
の
振
り
込
め
詐
欺
等
の
被
害
が
多
発
し
て
い

る
事
態
を
受
け
、
平
成
26
年
１
月
に
柏
市
が
所
属
し

【表１　柏市と全国を比較した振り込め詐欺等被害率】

柏市/全国（人口比）

年 被害件数（率）

平成21年 1.18

平成22年 1.10

平成23年 2.10

平成24年 1.67

平成25年 2.01

平成26年 1.60

平成27年 1.27
※全国の被害件数に対して、柏市の被害件数を人口当たり

で割り返した数値です。例えば、平成25年は、柏市は全
国に比較して、人口比で2.01倍の被害となっています。

【図１　柏市刑法犯認知件数　昭和56年～平成27年】
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【図２　振り込め詐欺等被害（柏市）平成21年～平成27年】
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て
い
る
全
国
安
全
都
市
会
議（

（
（

の
議
長
で
、
犯
罪
行
動

生
態
学
の
権
威
で
あ
る
清
永
賢
二
議
長
（
元
警
察
庁

科
学
警
察
研
究
所
室
長
）
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
市

民
へ
の
注
意
喚
起
、
広
報
・
啓
発
の
方
法
が
間
違
っ
て

い
る
。
き
ち
ん
と
詐
欺
被
害
の
調
査
を
実
施
す
る
べ

き
だ
」と
の
御
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

柏
市
独
自
で
振
り
込
め
詐
欺
被
害
の
実
態
を
調
査
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

（
４
）
柏
市
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
平

成
26
年
７
月
～
平
成
27
年
１
月
）

清
永
先
生
か
ら
御
意
見
を
頂
い
た
の
が
予
算
編
成

後
で
あ
っ
た
た
め
、
調
査
の
た
め
の
予
算
も
な
く
、

ま
た
、
個
人
情
報
保
護
の
関
係
で
、
被
害
者
等
の
紹

介
等
に
つ
い
て
警
察
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
等

に
よ
り
、
当
初
は
、
詐
欺
被
害
調
査
の
実
施
が
難
航

し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
受
け
、
日
頃
か
ら
防
犯
活
動

に
精
力
的
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
柏
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
社
会
貢
献
事
業
と
し
て

会
員
６
３
３
６
人
全
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実

施
協
力
を
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
普
段
か
ら
、
防
犯
活
動
を
通
し
て
の
付
き
合
い
が

あ
っ
た
こ
と
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
し
て
社
会
的

責
任
を
果
た
そ
う
と
い
う
高
い
意
識
が
あ
っ
た
こ
と

で
実
現
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

会
員
６
３
３
６
人
分
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
単
位
ク
ラ

ブ（
計
１
０
６
ク
ラ
ブ
）ご
と
に
封
筒
に
入
れ
、必
要
が

あ
れ
ば
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
に
説
明
会
を
行
い
、
詐
欺

被
害
の
実
態
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
趣
旨
等
を
丁
寧
に
説
明

し
た
と
こ
ろ
、
50
％
強
に
当
た
る
３
２
４
１
名
の
回

答
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

柏
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
判

明
し
た
こ
と
は
、①
34
人
（
１
％
）
が
実
被
害
者
（
被

害
に
遭
っ
て
い
た
）、
②
３
０
９
人
（
９
・
５
％
）
が

被
害
者
予
備
軍
（
遭
い
そ
う
に
な
っ
た
）、
③
年
齢

が
高
い
方
が
被
害
に
遭
い
や
す
い
、
④
男
性
よ
り
女

性
の
方
が
被
害
に
遭
い
や
す
い
、
⑤
近
所
付
き
合
い

が
濃
密
で
あ
っ
て
も
被
害
に
遭
う
、
⑥
詐
欺
電
話
は

市
内
全
域
に
発
生
、
⑦
実
被
害
者
が
、
市
中
心
部
よ

り
東
京
都
に
近
い
都
市
化
さ
れ
た
松
戸
市
寄
り
の
地

域
に
集
中
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
当
初
に
想
定
し
た
被
害
者
像
は
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
「
一
人
暮
ら
し
で
家
に
閉
じ
こ
も

り
が
ち
の
方
」
で
し
た
が
、
調
査
の
結
果
、「
子
や

孫
等
の
家
族
と
一
緒
に
暮
ら
し
、
町
会
の
活
動
等
、

近
所
付
き
合
い
を
行
う
社
会
性
の
あ
る
方
」
の
方
が

だ
ま
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
か
ら
、
普
段
何
気
な
く
普
通
に
暮
ら
し

て
い
る
方
が
、あ
る
日
突
然
、詐
欺
の
被
害
者
に
な
っ

て
い
る
実
態
が
分
か
り
、
一
定
の
条
件
が
当
て
は
ま

れ
ば
、
誰
で
も
被
害
者
に
な
り
得
る
と
い
う
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
個
人
に
よ
る
対
応
策
に
は
限
界

が
あ
る
と
判
断
し
、
市
民
、
市
、
警
察
、
事
業
者
等

の
社
会
全
体
で
詐
欺
に
対
抗
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

を
認
識
し
、
詐
欺
被
害
の
撲
滅
条
例
制
定
に
向
け
た

取
組
を
開
始
し
ま
し
た
。

（
５
）
熊
本
県
へ
の
調
査
、
銀
行
や
被
害
者
へ
の
聞

き
取
り
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
（
平
成
27
年
４
月

～
７
月
）

そ
こ
で
、
先
進
的
に
「
県
民
を
振
り
込
め
詐
欺
被

害
か
ら
守
る
条
例
」
を
制
定
し
て
い
た
熊
本
県
の
警

察
本
部
、
熊
本
県
内
の
金
融
機
関
や
運
送
事
業
者
の

振
り
込
め
詐
欺
対
策
を
視
察
し
ま
し
た
。
熊
本
県
は
、

県
民
全
体
で
振
り
込
め
詐
欺
と
い
う
犯
罪
に
対
し
て

立
ち
向
か
っ
て
お
り
、
何
よ
り
も
県
民
、
県
、
警
察
、

【説明会の様子（老人クラブ　増尾ダイヤモンドクラブ）】

先進・ユニーク条例
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事
業
者
が
連
携
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
熊
本
県
の
取
組
を
参
考
に
、
都
道
府
県

と
違
い
、
警
察
力
を
持
た
な
い
市
区
町
村
の
役
割
や

住
民
と
よ
り
距
離
が
近
い
市
区
町
村
の
強
み
等
を
踏

ま
え
、
柏
市
と
し
て
の
独
自
の
振
り
込
め
詐
欺
等
の

対
策
を
条
例
化
す
る
必
要
性
を
強
く
認
識
し
た
と
こ

ろ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
の
銀
行
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
法

的
根
拠
が
な
い
た
め
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と

や
、
被
害
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
精
神
的
な
落
ち

込
み
が
激
し
く
、
継
続
的
な
関
わ
り
が
必
要
な
こ
と

な
ど
を
把
握
し
ま
し
た
。

（
６
）
振
り
込
め
詐
欺
等
の
被
害
の
防
止
に
関
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
開
催
（
平
成
27
年
８
月
～

平
成
28
年
１
月
）

平
成
27
年
８
月
か
ら
翌
年
１
月
ま
で
に
、
清
永
氏

や
小
山
高
正
氏
（
日
本
女
子
大
学
教
授
）
を
中
心
と

し
て
、
学
識
経
験
者
、
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
等
の
事
業
者
、
防
犯
・
消
費
者
・
福
祉
等
の
団

体
、
柏
警
察
署
、
庁
内
関
係
各
課
で
構
成
さ
れ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
３
回
実
施
し
、
条
例
案
の
考
え

方
や
振
り
込
め
詐
欺
等
の
対
策
方
法
な
ど
に
つ
い
て

検
討
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
間
、条
例
案
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
も
実
施
し
て
、
様
々
な
立
場
の
方
の
御

意
見
を
参
考
に
条
例
案
を
固
め
ま
し
た
。

（
７
）
柏
市
議
会
で
の
全
会
一
致
で
の
可
決
（
平
成

28
年
２
月
～
３
月
）

平
成
28
年
２
月
26
日
に
条
例
案
を
市
議
会
に
上
程

し
、
３
月
22
日
に
全
会
一
致
で
可
決
、
同
月
23
日
に

公
布
、
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

３　

条
例
内
容
・
設
計
の
解
説

本
条
例
は
全
部
で
11
条
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
１
条
は
「
目
的
」。
市
、
市
民
等
及
び
事
業
者

の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
有
用
な
情
報
の
提
供
、
そ

の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
振
り
込

め
詐
欺
等
の
被
害
を
防
止
し
、
及
び
被
害
者
を
支
援

し
、
も
っ
て
安
心
か
つ
安
全
な
市
民
生
活
の
確
保
に

寄
与
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

第
２
条
は「
定
義
」。
振
り
込
め
詐
欺
等
、市
民
等
、

事
業
者
の
意
義
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

第
３
条
は
「
運
用
上
の
注
意
」。
市
民
等
及
び
事

業
者
の
権
利
を
不
当
に
侵
害
し
な
い
よ
う
に
留
意
す

る
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

第
４
条
は
「
本
市
の
責
務
」。
市
の
主
な
責
務
は

３
点
で
す
。
①
被
害
防
止
施
策
を
総
合
的
に
策
定
し

実
施
す
る
こ
と
、
②
市
民
等
、
事
業
者
及
び
団
体
へ

の
振
り
込
め
詐
欺
等
の
発
生
情
報
、
被
害
防
止
情
報

の
提
供
を
す
る
こ
と
、
③
効
果
的
な
広
報
及
び
啓
発

を
行
い
、
団
体
等
へ
の
被
害
防
止
の
自
主
的
な
活
動

を
支
援
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

第
５
条
は
「
市
民
等
の
責
務
」。
市
民
等
の
主
な

責
務
は
２
点
で
す
。
①
自
立
し
た
消
費
者
と
し
て
、

被
害
防
止
に
自
ら
努
め
る
こ
と
、
②
市
が
実
施
す
る

【熊本県警察本部視察】

【プロジェクト会議】
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被
害
防
止
に
関
す
る
施
策
協
力
、
事
業
者
が
注
意
喚

起
を
行
っ
た
場
合
、
適
切
な
行
動
を
す
る
こ
と
を
規

定
し
て
い
ま
す
。

第
６
条
は
「
事
業
者
の
責
務
」。
事
業
者
の
主
な

責
務
は
２
点
で
す
。
①
市
及
び
市
民
等
が
実
施
す
る

被
害
防
止
に
協
力
す
る
こ
と
、
②
商
品
等
の
流
通
及

び
役
務
の
提
供
に
際
し
、
振
り
込
め
詐
欺
等
の
手
段

に
利
用
さ
れ
な
い
た
め
の
措
置
を
講
じ
、
注
意
喚
起

及
び
広
報
を
行
う
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

第
７
条
は
「
通
報
等
」。
市
民
等
は
、
①
言
動
か

ら
振
り
込
め
詐
欺
等
に
よ
る
被
害
を
受
け
よ
う
と
し

て
い
る
と
疑
わ
れ
る
者
を
発
見
し
た
と
き
、
又
は
②

自
己
又
は
自
己
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
が
振
り

込
め
詐
欺
等
と
疑
わ
れ
る
不
審
な
電
話
、
郵
便
物
等

を
受
け
た
と
き
は
、警
察
官
又
は
事
業
者
へ
の
通
報
、

そ
の
他
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

規
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
事
業
者
は
、
通
報
を
受
け
た
と
き
又
は
、

商
品
等
の
流
通
若
し
く
は
役
務
の
提
供
に
際
し
、
振

り
込
め
詐
欺
等
に
関
わ
る
行
為
を
行
っ
て
い
る
と
疑

わ
れ
る
者
を
発
見
し
た
場
合
は
警
察
官
へ
の
通
報
、

そ
の
他
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い

ま
す
。

第
８
条
は
、「
被
害
者
へ
の
支
援
」。
適
切
な
保
健

医
療
サ
ー
ビ
ス
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
及
び
司
法
手
続
等

に
お
い
て
そ
の
権
利
を
円
滑
に
行
使
で
き
る
よ
う
必

要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

第
９
条
は
、「
県
へ
の
協
力
」。
千
葉
県
が
実
施
す

る
被
害
防
止
に
関
す
る
施
策
に
必
要
な
協
力
を
行
う

こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

第
10
条
は
、「
警
察
と
の
連
携
」。
市
が
把
握
し
た

情
報
の
提
供
の
ほ
か
、
必
要
な
連
携
を
行
う
こ
と
を

規
定
し
て
い
ま
す
。

第
11
条
は
「
委
任
」。
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
、

必
要
な
事
項
は
、
市
長
が
別
に
定
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

平
成
28
年
６
月
現
在
、
こ
の
条
例
の
施
行
要
領
と

し
て
「
柏
市
振
り
込
め
詐
欺
等
被
害
防
止
等
条
例
施

行
要
領
」
を
制
定
し
、４
月
１
日
に
施
行
し
ま
し
た
。

ま
た
、
振
り
込
め
詐
欺
対
策
電
話
機
購
入
の
補
助

の
要
件
「
柏
市
振
り
込
め
詐
欺
等
対
策
電
話
機
等
購

入
等
補
助
金
交
付
要
綱
」
を
５
月
１
日
、「
柏
市
振

り
込
め
詐
欺
等
被
害
防
止
等
条
例
に
関
す
る
情
報
発

信
要
領
」を
６
月
17
日
に
そ
れ
ぞ
れ
施
行
し
ま
し
た
。

附
則
で
は
本
条
例
の
施
行
日
を
平
成
28
年
４
月
１

日
と
し
、
５
年
後
に
必
要
が
あ
る
と
市
長
が
認
め
る

と
き
は
、見
直
し
を
行
う
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

４　

条
例
を
基
に
し
た
こ
れ
ま
で
の
取

組詐
欺
被
害
が
増
加
し
た
平
成
25
年
よ
り
（
１
）
～

（
５
）
の
各
種
の
振
り
込
め
詐
欺
等
の
対
策
を
本
格

的
に
実
施
し
、詐
欺
被
害
の
抑
止
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
条
例
制
定
後
か
ら
は
（
６
）
～

（
10
）
を
実
施
又
は
実
施
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
や
振
り

込
め
詐
欺
等
被
害
防
止
等
条
例
の
趣
旨
に
鑑
み
、
よ

り
積
極
的
か
つ
効
果
的
な
対
応
策
を
実
施
し
ま
す
。

（
１
）
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

小
・
中
学
生
を
対
象
に
夏
休
み
期
間
中
に
、「
振

り
込
め
詐
欺
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
町
会
掲
示
板
・
金
融
機
関
用
に

２
０
０
０
枚
作
成
し
配
布
し
ま
す
。

（
２
）
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
消
費
者
団
体
と
の
連

携柏
市
と
消
費
者
団
体
が
「
か
し
こ
い
消
費
者
の
育

成
講
座
」
と
し
て
、
年
間
を
通
し
10
回
の
連
続
講
座

を
開
催
し
、
防
災
安
全
課
も
「
振
り
込
め
詐
欺
等
の

【平成26年度　柏警察署長賞防犯ポスター】

先進・ユニーク条例
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対
策
」
と
し
て
講
義
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
講
座
は
、
消
費
者
と
し
て
の
自
覚
を
高
め
、

悪
徳
商
法
の
被
害
を
減
ら
す
こ
と
で
、
安
全
で
安
心

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

（
３
）
サ
ポ
カ
ー
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
（
子
供
の
声

や
有
名
声
優
で
の
注
意
呼
び
か
け
）

パ
ト
カ
ー
と
同
様
の
塗
装
を
施
し
た
市
民
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
支
援
車
（
通
称
：
サ
ポ
カ
ー
）
４
台
で
市

内
の
地
域
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
お
り
、
柏

市
立
第
七
小
学
校
の
生
徒
及
び
柏
市
内
の
高
校
を
卒

業
し
た
縁
か
ら
、
声
優
の
三
石
琴
乃
さ
ん
に
よ
る
振

り
込
め
詐
欺
注
意
の
音
声
広
報
や
詐
欺
発
生
地
域
の

速
や
か
な
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
４
）
町
会
等
の
防
犯
講
話
の
充
実

町
会
や
自
治
会
を
中
心
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
振

り
込
め
詐
欺
等
の
対
策
等
を
中
心
に
、
柏
市
の
防
犯

施
策
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
各
地
域
に
出
向
い

て
防
犯
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
実
績
は
表
２
の

と
お
り
で
す
。

（
５
）
犯
罪
発
生
マ
ッ
プ
へ
の
振
り
込
め
詐
欺
等
発

生
地
域
の
記
入

市
内
で
発
生
し
た
犯
罪
（
振
り
込
め
詐
欺
等
を
含

む
６
罪
種
）
の
発
生
状
況
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
リ
ア

別
、
大
字
別
に
表
示
し
た
犯
罪
発
生
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
紙
面
等
に
よ
り
、
市
民
へ
の
情
報
提
供
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

（
６
）
総
合
窓
口
の
設
置

条
例
第
８
条
に
基
づ
き
、
被
害
者
支
援
の
た
め
の

総
合
窓
口
を
防
災
安
全
課
内
に
設
置
し
、
随
時
、
被

害
者
の
相
談
等
に
応
じ
て
い
ま
す
。

（
７
）
振
り
込
め
詐
欺
等
対
策
本
部
の
設
置

詐
欺
情
報
共
有
の
た
め
の
対
策
本
部（
柏
警
察
署
、

金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
各
系
列
、
ト

ラ
ッ
ク
協
会
柏
支
部
、
市
職
員
等
）
を
設
け
る
と
と

も
に
、
情
報
発
信
基
準
を
策
定
し
、
詐
欺
対
策
の
た

め
の
情
報
等
を
随
時
発
信
し
て
い
ま
す
（
図
３
）。

（
８
）
振
り
込
め
詐
欺
等
検
討
会
議
の
開
催

学
識
経
験
者
等
を
集
め
た
審
議
会
方
式
で
振
り
込

め
詐
欺
等
の
対
策
施
策
の
実
績
報
告
及
び
対
策
方
法

を
検
討
す
る
会
議
を
今
後
開
催
す
る
予
定
で
す
。

（
９
）
詐
欺
等
対
策
付
き
電
話
機
購
入
補
助
金

柏
市
振
り
込
め
詐
欺
等
対
策
電
話
機
等
購
入
等
補

【表２　防犯講話の実績】

年　　度 回数 参加人数

平成21年度 6回 206人

平成22年度 5回 335人

平成23年度 15回 789人

平成24年度 16回 909人

平成25年度 19回 879人

平成26年度 40回 2,109人

平成27年度 50回 2,717人

【子供の声で振り込め詐欺を撲滅！！】

【犯罪発生マップ】
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助
金
を
創
設
し
て
、
詐
欺
対
策
電
話
機
の
購
入
者
に

対
し
て
、
一
部
補
助
を
行
う
こ
と
で
、
購
入
者
の
経

済
的
負
担
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、
詐
欺
対
策
電

話
の
普
及
を
目
指
し
ま
す
。

（
10
）
そ
の
他

ア　

詐
欺
被
害
防
止
に
効
果
的
な
グ
ッ
ズ
の
購
入
・

配
布

イ　

事
例
研
究
等
の
推
進

５　

課
題
等
と
今
後
の
展
望

目
標
は
、
こ
の
卑
劣
な
犯
罪
で
あ
る
振
り
込
め
詐

欺
等
の
被
害
を
１
件
で
も
減
少
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

柏
市
の
振
り
込
め
詐
欺
等
の
被
害
は
、
本
年
５
月
末

で
被
害
件
数
11
件
、
被
害
額
約
１
５
０
１
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
千
葉
県
内
の
多
く
の
自
治
体
で
昨
年

よ
り
も
被
害
が
増
加
す
る
中
、
被
害
件
数
、
被
害
額

と
も
前
年
よ
り
減
少
（
前
年
比
13
件
、
５
８
５
７
万

円
減
）し
ま
し
た
。柏
市
の
被
害
が
減
少
傾
向
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
や
条
例
制
定
の

効
果
が
一
定
程
度
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

課
題
は
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
詐
欺
対
策
を
実
施
す
る

た
め
に
、
い
か
に
市
民
や
事
業
者
と
詐
欺
被
害
の
情

報
を
共
有
し
、
対
応
策
を
社
会
全
体
で
構
築
で
き
る

よ
う
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

振
り
込
め
詐
欺
等
の
手
口
は
巧
妙
に
進
化
し
て
い

ま
す
の
で
、
対
策
を
実
施
し
て
も
、
次
々
に
新
た
な

手
口
が
発
生
し
ま
す
。
今
後
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

等
を
使
っ
た
詐
欺
な
ど
新
た
な
手
口
が
発
生
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
個
人
で
気
を
付
け

る
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
・
近
所
の
人
々
に
も
、
こ

の
詐
欺
に
対
し
て
注
意
を
払
っ
て
い
た
だ
き
た
く
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、「
柏
市
振
り
込
め
詐
欺
等
被
害

防
止
等
条
例
」
の
制
定
を
契
機
に
し
て
、
市
民
・
行

政
・
警
察
・
事
業
者
が
一
体
と
な
り
、
地
域
全
体
で
こ

の
卑
劣
な
犯
罪
に
対
抗
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

注（
１
）
警
察
等
捜
査
機
関
に
よ
っ
て
犯
罪
の
発
生
が
認
知

さ
れ
た
件
数

（
２
）
全
国
の
防
犯
事
業
に
熱
心
な
６
都
県
８
市
区
（
愛

知
県
春
日
井
市
が
事
務
局
）
で
構
成
。
市
区
町
村
が
、

犯
罪
や
自
然
災
害
等
か
ら
守
ら
れ
た
「
ま
ち
」
を
創

出
す
る
た
め
「
市
民
が
主
役
の
安
全
・
安
心
ま
ち
づ

く
り
」
の
推
進
が
緊
要
で
あ
り
、
安
全
問
題
に
関
し

積
極
的
に
取
り
組
む
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、
各
都
市
の
市
民
・
関
係
機
関
な
ど
が

相
互
に
連
携
し
、
安
全
な
わ
が
ま
ち
の
実
現
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
て
い
る
。

【図３　振り込め詐欺等対策本部　伝達系統図】
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童委員協議会）

市民等

対策本部 金融機関

関係機関 関係団体事業者

警察

メール配信等
青パト実施
〈広報活動〉

連携（情
報共有）

連携

連携
情報

情報提供等

先進・ユニーク条例


